
Ｐ
Ｃ
Ｉ
（
経
皮
的
冠
動
脈

イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）
は

動
脈
硬
化
な
ど
に
よ
っ
て
狭

窄
や
閉
塞
を
起
こ
し
た
心
臓

の
冠
動
脈
と
呼
ば
れ
る
血
管

に
対
し
て
血
流
を
改
善
さ
せ

る
目
的
で
施
行
さ
れ
る
手
術

で
あ
り
、
急
性
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
と
い
っ
た
虚
血
性
心

疾
患
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
狭
窄
や
閉

塞
し
た
冠
動
脈
病
変
に
ガ
イ

ド
ワ
イ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る
細

い
針
金
を
通
過
さ
せ
、
そ
の

ワ
イ
ヤ
ー
に
沿
っ
て
運
ん
だ

小
さ
な
バ
ル
ー
ン
で
病
変
を

拡
張
さ
せ
血
流
を
改
善
さ
せ

ま
す
（
風
船
治
療
）。
風
船

で
拡
張
さ
れ
た
病
変
部
は
そ

の
ま
ま
で
は
不
安
定
で
あ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
近
年
は

そ
の
病
変
部
へ
ス
テ
ン
ト
と

呼
ば
れ
る
金
網
状
の
筒
を
内

支
え
と
し
て
留
置
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
ス

テ
ン
ト
治
療
）。（
図
１
）

虚
血
性
心
疾
患
の
手
術
方

法
は
大
き
く
�
Ｐ
Ｃ
Ｉ

�

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
の
２
つ

か
ら
選
択
さ
れ
、
組
み
合
わ

せ
て
治
療
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
個
々
の
患
者
さ

ま
の
冠
動
脈
病
変
の
形
態
や

重
症
度
か
ら
よ
り
適
し
た
手

術
方
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の

進
歩
は
著
し
く
、
か
つ
て
は

心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
が
必
要

で
あ
っ
た
病
変
の
ほ
と
ん
ど

が
、
身
体
の
負
担
の
少
な
い

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
可
能
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
最
大
の
ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
は
治
療
し
た
病

変
部
が
再
度
狭
窄
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
で
、
か
つ
て

は
再
狭
窄
率
３０
％
前
後
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
で
は
、
薬
物
溶
出
性
ス

テ
ン
ト
（drug

eluting

stent
:

Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
登
場

に
よ
り
、
再
狭
窄
率
は
〈
１０

％
と
著
明
に
改
善
し
て
お
り

ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ー
、
バ
ル
ー
ン
、

血
管
内
超
音
波
装
置
、
カ

テ
ー
テ
ル
、
血
管
撮
影
装
置

な
ど
の
進
歩
も
目
ざ
ま
し
く
、

か
つ
て
は
治
療
困
難
で
あ
っ

た
病
変
も
よ
り
確
実
に
安
全

に
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

本
邦
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
成
績
は
他

国
を
し
の
ぐ
良
好
な
成
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
に
虚
血
性
心
疾
患

は
高
齢
化
に
よ
る
冠
動
脈
疾

患
の
増
加
も
あ
り
、
当
院
の

症
例
数
も
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
当
院
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
件
数
は

約
１５０
例
／
年
で
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
ス
テ

ン
ト
留
置
を
行
い
、
極
め
て

良
好
な
初
期
成
功
率
を
残
し

て
お
り
ま
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
入
院
の

方
は
２
〜
３
日
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
の
方
は

３
〜
４
日
の
入
院
で
施
行
し

と
う
こ
つ

て
お
り
、
手
首
の
橈
骨
動
脈

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う

な
ど
、
で
き
る
だ
け
身
体
へ

の
負
担
の
少
な
い
手
技
を
行

え
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２
年

６
月
よ
り
最
新
型
の
血
管
撮

影
装
置
を
導
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
画
質
解
像
度

が
格
段
に
高
く
な
る
こ
と
に

よ
る
病
変
分
析
能
の
向
上
や
、

高
い
Ｘ
線
利
用
率
に
よ
っ
て

患
者
さ
ま
の
被
ば
く
量
を
大

幅
に
低
減
で
き
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
安
全
で
確
実

な
治
療
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

Ｐ
Ｃ
Ｉ
（Percutaneous

Coronary
Intervention

）

〜
経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
〜

Vol.

１０５

東京逓信病院は�日本医療機能
評価機構が実施する病院機能評
価の認定病院です。

認定第 J C 2 1 5 号

当
院
で
は
、
心
臓
を
中
心

と
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や

治
療
を
行
う
最
新
の
心
血
管

造
影
装
置
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

社
製C

ardiovascular

X

‐Ray
A

llura
X

per

FD
1010

）
を
導
入
し
ま

し
た
。

フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
（
Ｘ
線

受
像
部
分
）
搭
載
シ
ス
テ
ム

で
は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
イ

ン
テ
ン
シ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ア

（
Ｉ
・
Ｉ
）
搭
載
シ
ス
テ
ム

で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
、

高
感
度
、
高
解
像
度
の
両
立

を
実
現
し
ま
し
た
。
辺
縁
部

ま
で
歪
の
無
い
画
像
や
、
フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
に
よ
り
密
着
撮
影
が
可

能
で
、
高
画
質
化
と
低
被
曝

化
に
貢
献
で
き
る
装
置
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

独
自
の
被
ば
く
線
量
低
減
技

術
に
よ
り
、
画
質
に
寄
与
し

な
い
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線
を

ろ
過
す
る
こ
と
で
、
画
質
を

劣
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
被

ば
く
線
量
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
低
線
量
高
画
質

を
実
現
し
た
患
者
さ
ま
に
優

し
い
装
置
で
す
。

当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
シ

ン
グ
ル
プ
レ
ー
ン
（
Ｘ
線
管

球
と
Ｉ
・
Ｉ
の
１
方
向
の
組

合
せ
）
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
導
入
し
ま
し
た

心
血
管
造
影
装
置
は
、
最
新

の
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

を
採
用
。

従
来
の
シ
ン
グ
ル
ア
ー
ム

タ
イ
プ
で
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
、
２
方
向
か
ら
の
同

時
撮
像
が
可
能
で
す
。
２
方

向
か
ら
撮
像
さ
れ
た
画
像
を

確
認
す
る
事
に
よ
り
、
血
管

を
立
体
的
に
視
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
精
度
の
高
い
治
療
や
検
査

を
実
現
可
能
で
す
。

ま
た
、
１
度
の
造
影
で
２

方
向
撮
影
が
可
能
と
な
り
、

検
査
時
間
の
短
縮
や
造
影
剤

（
血
管
を
描
出
さ
せ
る
薬

剤
）
の
注
入
回
数
や
量
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
優
し
い

検
査
を
実
現
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

心
臓
血
管
撮
影
室
で
は
循

環
器
内
科
の
医
師
と
専
属
の

放
射
線
技
師
、
専
属
の
看
護

師
が
心
臓
疾
患
の
患
者
さ
ま

に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

心
血
管
造
影
撮
影
装
置
の
更
改
に
つ
い
て

東
京
逓
信
病
院
ニ
ュ
ー
ス
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今
回
け
ん
こ
う
家
族
で
お

話
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得

ま
し
た
の
で
、
近
年
増
加
が

著
し
い
大
腸
が
ん
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
と
は
？

大
腸
の
悪
性
腫
瘍
に
は
、

粘
膜
上
皮
か
ら
発
生
す
る
い

わ
ゆ
る
�
が
ん
�
と
粘
膜
外

の
非
上
皮
か
ら
発
生
す
る
肉

腫
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
粘
膜
上
皮
か
ら
発
生
す

る
�
が
ん
�
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
増
え
て
い
る
の
か
？

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た

調
査
で
は
、
平
成
２０
年
度
の

大
腸
が
ん
患
者
総
数
は
２３
万

５
千
人
で
、
前
回
調
査
の
２１

万
４
千
人
よ
り
９
・
８
％
の

増
加
で
し
た
。
最
近
２０
年
間

の
大
腸
が
ん
の
罹
患
率
（
病

気
に
な
る
頻
度
）
は
結
腸
が

ん
で
約
３
倍
、
直
腸
が
ん
で

約
１
・
５
倍
増
加
し
、
２
０

０
２
年
の
男
性
の
罹
患
率
は

世
界
第
１
位
で
し
た
。
部
位

別
罹
患
率
で
は
、
２
０
０
８

年
の
統
計
で
は
大
腸
が
ん

（
結
腸
が
ん
＋
直
腸
が
ん
）

は
男
性
で
胃
に
次
い
で
２
位
、

女
性
は
乳
が
ん
を
抜
い
て
１

位
で
し
た
。
逆
に
、
近
年
大

腸
が
ん
の
死
亡
率
は
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
症
状
は
？

主
な
症
状
は
、
下
血
・
血

便
・
貧
血
・
腹
痛
・
便
通
異

常
・
便
の
狭
小
化
な
ど
で
す

が
、
繰
り
返
す
便
秘
や
下
痢
、

腹
部
膨
満
感
も
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

早
期
が
ん
で
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
進
行
が
ん
で
す
。
早
期

発
見
に
は
、
便
潜
血
と
内
視

鏡
検
査
が
有
用
で
す
。

診
断
の
進
め
方

１
�
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ

ま
ず
は
診
察
で
、
圧
痛

や
腫
瘤
の
触
知
を
診
察
し
ま

す
。
特
に
重
要
な
の
が
直
腸

指
診
で
、
こ
れ
に
よ
り
下
部

直
腸
が
ん
の
診
断
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
腹
部
単
純
Ｘ
線

検
査
で
は
、
腸
管
の
拡
張
に

よ
る
腸
閉
塞
の
有
無
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
血
液

検
査
で
は
、
貧
血
の
有
無
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク

が
重
要
で
す
。
マ
ー
カ
ー
は

Ｃ
Ｅ
Ａ
と
Ｃ
Ａ
１９
―
９
が
頻

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
�
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ

�
注
腸
検
査

バ
リ
ウ
ム

を
用
い
て
、
病
変
の
部
位
・

性
状
を
評
価
し
ま
す
。
閉
塞

等
の
通
過
障
害
が
疑
わ
れ
る

際
は
、
ガ
ス
ト
ロ
グ
ラ
フ
ィ

ン
と
い
う
特
殊
な
造
影
剤
を

用
い
ま
す
。

�
内
視
鏡
検
査

が
ん
の

確
定
診
断
を
得
る
た
め
に
必

須
の
検
査
で
す
。
腫
瘍
の
組

織
を
一
部
採
取
し
て
、
病
理

学
的
に
組
織
診
断
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
拡
大
内
視
鏡

を
行
い
表
面
構
造
か
ら
が
ん

の
深
達
度
診
断
が
可
能
で
す
。

次
世
代
型
内
視
鏡
で
あ
る
エ

ン
ド
サ
イ
ト
ス
コ
ピ
ー
を
使

用
す
る
と
、
約
４
５
０
倍
の

超
拡
大
観
察
が
動
画
で
可
能

と
な
り
、
細
胞
異
型
・
核
異

型
が
診
断
で
き
組
織
の
生
検

が
不
要
で
、
そ
の
場
で
が
ん

の
診
断
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
は
、
診
断
の
み

で
な
く
早
期
が
ん
に
対
す
る

治
療
も
同
時
に
行
え
る
点
が

特
徴
で
す
。

�
内
視
鏡
超
音
波
検
査

が
ん
の
深
達
度
・
リ
ン
パ
節

へ
の
転
移
の
評
価
に
有
効
で

す
。	

腹
部
超
音
波
検
査

肝

転
移
の
評
価
に
有
効
で
、
特

に
手
術
中
に
行
う
こ
と
で
、

よ
り
高
い
精
度
で
肝
転
移
を

診
断
で
き
ま
す
。



Ｃ
Ｔ
／
Ｍ
Ｒ
Ｉ
／
Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
査

Ｃ
Ｔ
で
は
、
が
ん

の
浸
潤
範
囲
・
リ
ン
パ
節
転

移
の
有
無
及
び
肺
・
肝
転
移

の
評
価
に
有
用
で
す
。
Ｍ
Ｒ

Ｉ
で
は
、
骨
盤
内
の
リ
ン
パ

節
転
移
・
骨
な
ど
周
囲
臓
器

へ
の
浸
潤
の
程
度
を
判
定
す

る
の
に
重
要
で
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ

は
、
全
身
へ
の
転
移
診
断
に

有
用
で
す
。

治
療
方
法

１
�
内
視
鏡
治
療

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
の
適
応
は
、
無

理
な
く
一
括
切
除
で
き
る
２

�
以
内
の
早
期
が
ん
が
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
パ

節
の
転
移
の
可
能
性
が
ほ
と

ん
ど
な
い
早
期
が
ん
で
、
粘

膜
内
が
ん
・
粘
膜
下
層
へ
の

軽
度
浸
潤
が
ん
で
は
、
病
変

部
の
切
除
の
み
で
根
治
が
可

能
で
す
。
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー

や
粘
膜
を
膨
隆
さ
せ
て
行
う

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
が
広
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
、
特
殊
な
内
視
鏡
器
具

を
用
い
た
粘
膜
切
開
剥
離
法

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

２
�
以
上
の
よ
り
大
き
な
病

変
の
一
括
切
除
も
可
能
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
切
除
標
本
の
病
理
検
索

か
ら
、
内
視
鏡
治
療
で
は
不

十
分
と
さ
れ
る
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
（
図
１：

粘
膜
下
浸

潤
が
ん
の
取
り
扱
い
）
が
認

め
ら
れ
る
際
に
は
、
追
加
の

手
術
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２
�
手
術
治
療

が
ん
が

粘
膜
下
層
以
深
に
浸
潤
す
る

場
合
は
、
腸
管
と
病
期
に
応

じ
た
リ
ン
パ
節
郭
清
が
必
要

で
す
。
ス
テ
ー
ジ
０
か
ら
�

の
大
腸
が
ん
で
は
、
術
前
診

断
と
術
中
所
見
か
ら
術
式
が

決
定
さ
れ
ま
す
（
図
２：

ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｅ
０
〜
�
の
手
術
治

療
方
針
）。
ス
テ
ー
ジ


の

進
行
大
腸
が
ん
で
は
、
遠
隔

転
移
巣
な
ら
び
に
原
発
巣
が

切
除
可
能
な
否
か
に
よ
り
切

除
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
、
こ
の
１０
年
間
で
急

速
に
普
及
し
た
腹
腔
鏡
を
用

い
た
手
術
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
二
酸
化
炭

素
を
送
気
し
て
腹
腔
内
を
膨

ら
ま
せ
、
細
長
い
鉗
子
を
操

作
し
て
内
視
鏡
画
面
を
見
な

が
ら
行
う
低
侵
襲
な
手
術
で

す
。
１
９
９
６
年
に
早
期
大

腸
が
ん
に
対
す
る
こ
の
手
術

が
保
険
適
応
と
な
り
、

２
０
０
２
年
に
は
進
行
が
ん

に
も
保
険
適
応
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
小
さ
な
傷
に
よ
る

手
術
の
た
め
、
術
後
の
回
復

が
早
く
、
早
期
の
退
院
・
社

会
復
帰
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。３

�
化
学
療
法

大
腸
が

ん
全
体
か
ら
み
る
と
、
約
６０

％
の
方
が
完
治
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
こ
と
に
４０
％
の

方
が
再
発
で
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
切
除
不
能
転
移
・

再
発
大
腸
が
ん
に
対
す
る
化

学
療
法
は
、
こ
れ
ま
で
は
延

命
期
間
が
１
年
程
度
で
し
た

が
、
近
年
新
た
に
開
発
さ
れ

た
抗
が
ん
剤
と
次
に
述
べ
る

分
子
標
的
治
療
薬
を
併
用
す

る
こ
と
で
、
２０
カ
月
を
超
え

て
延
命
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
図
３
）。
大
腸
が

ん
の
増
殖
因
子
を
抑
え
る
分

子
標
的
治
療
薬
は
、
血
管
内

皮
細
胞
増
殖
因
子
に
対
す
る

ヒ
ト
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
Ｖ

Ｅ
Ｇ
Ｆ
抗
体
（
商
品
名：

ア

バ
ス
チ
ン
）
と
上
皮
細
胞
増

殖
因
子
受
容
体
に
対
す
る
ヒ

ト
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
抗
体
（
商
品
名
：
ア
ー

ビ
タ
ッ
ク
ス
、
ベ
ク
テ
ィ

ビ
ッ
ク
ス
）
が
あ
り
、
前
者

は
抗
腫
瘍
効
果
を
高
め
、
後

者
は
切
除
不
能
転
移
大
腸
が

ん
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
投
与
期
間
は
６
カ

月
が
標
準
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
有
効
な
症
例
に
は
延

長
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
�
放
射
線
療
法

手
術

前
に
抗
が
ん
剤
と
併
用
し
て

放
射
線
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

腫
瘍
の
縮
小
や
術
後
の
再
発

リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
保
険
治
療
の

適
応
外
で
す
が
、
重
粒
子
線

を
用
い
て
難
し
い
再
発
が
ん

に
対
す
る
治
療
が
可
能
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
大
腸

が
ん
に
対
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
推
奨
す
る
適
切
な
治

療
法
が
全
国
に
普
及
し
て
き

て
い
ま
す
。
も
し
、
大
腸
が

ん
の
可
能
性
や
診
断
・
治
療

で
お
困
り
の
際
は
、
今
年
４

月
よ
り
東
京
都
の
大
腸
が
ん

診
療
連
携
協
力
病
院
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
東
京
逓
信
病
院

外
科
を
気
軽
に
受
診
し
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
の
診
断
と
治
療

平
成
２４
年
４
月
１
日
付
け

で
、
個
別
の
部
位
ご
と
に
が

ん
の
集
学
的
治
療
等
に
積
極

的
に
取
り
組
み
専
門
的
な
が

ん
医
療
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
肺
が
ん
、

及
び
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
、

「
東
京
都
肺
が
ん
診
療
連
携

協
力
病
院
」「
東
京
都
大
腸

が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」

と
し
て
、
東
京
都
か
ら
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
拠
点
病
院
２４
病
院

及
び
認
定
病
院
１０
病
院
と
と

も
に
、
東
京
都
医
療
連
携
手

帳
※
を
活
用
し
た
地
域
の
が

ん
診
療
連
携
体
制
の
充
実
を

図
り
、
都
全
体
の
が
ん
医
療

水
準
の
向
上
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
東
京
都
医
療
連
携
手
帳
…
拠
点

病
院
、
認
定
病
院
、
協
力
病
院

と
、
連
携
す
る
地
域
の
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
等
）
と
が
、

病
院
が
が
ん
の
種
類
や
ス
テ
ー

ジ
等
を
考
慮
し
て
作
成
し
た
診

療
計
画
に
基
づ
き
、
協
同
し
て

が
ん
患
者
に
切
れ
目
の
な
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
そ
の
後

の
診
療
経
過
な
ど
を
記
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
相
互
に
診
療
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
作
成
さ

れ
た
手
帳
。

外科
主任医長

桐原 勇次郎

「
東
京
都
肺
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」

「
東
京
都
大
腸
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

大腸がん研究会編：大腸がん治療ガイドライン２０１０年度版より
引用

図３：切除不能・進行・再発大腸がんに対する化学
療法（抗がん剤と分子標的治療薬の併用）

大腸がん研究会編：大腸がん治療ガイドライン２０１０年
度版より引用

図１：内視鏡治的摘除後の追加治療の適応基
準（pSM＝病理学的粘膜下浸潤がん）

エイチ・ツー・オー総合研究所制作：大阪大学 田口
鐡男名誉教授監修 大腸がんの手引きより引用改変

図２：ステージ０からステージ�大腸がん
の手術治療方針
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近
年
、
夏
と
い
え
ば
熱
中

症
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
熱
中

症
は
重
大
な
健
康
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

の
消
防
庁
の
調
べ
で
は
、

２
０
１
０
年
７
月
〜
９
月
に

全
国
で
５
３
、８
４
３
人
の

方
が
熱
中
症
に
て
病
院
へ
救

急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
熱
中
症

に
な
る
方
が
増
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
緑
地

・
水
面
の
減
少
と
建
築
物
・

舗
装
面
の
増
大
に
よ
る
地
表

面
の
人
工
化
、
空
調
シ
ス
テ

ム
、
電
気
機
器
、
自
転
車
な

ど
の
人
間
活
動
に
伴
う
排
熱

の
増
加
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
真

夏
日
（
日
中
の
最
高
気
温
が

３０
度
以
上
）
の
増
加
と
そ
の

範
囲
の
拡
大
、
熱
帯
夜
（
夜

間
の
最
低
気
温
が
２５
度
以

上
）
の
出
現
日
数
が
増
加
し

ま
す
。
東
京
で
は
真
夏
日
は

１
９
８
０
年
代
に
比
べ
１
・

７
倍
、
熱
帯
夜
は
１
・
８
倍

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
が
熱

中
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は
？？

熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境

下
で
体
内
の
水
分
や
塩
分

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
内

の
調
節
機
能
が
破
綻
す
る
な

ど
し
て
発
症
す
る
障
害
の
総

称
で
す
。
重
症
例
で
は
死
に

至
る
可
能
性
の
あ
る
病
態
で

す
。人

は
、
２４
時
間
周
期
で
３６

〜
３７
℃
の
狭
い
範
囲
に
体
の

温
度
を
調
節
し
て
い
る
恒
温

動
物
で
す
。
体
内
で
は
生
命

を
維
持
す
る
た
め
に
多
く
の

営
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
代
謝
や
酵
素
の

働
き
か
ら
み
て
、
こ
の
温
度

が
最
適
の
活
動
条
件
な
の
で

す
。
熱
の
産
生
と
熱
の
放
出

（
発
汗
な
ど
）
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
え
ば
、
体

温
が
著
し
く
上
昇
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
熱
中
症

で
す
。

熱
中
症
は
ど
の
よ
う
な
場
所

で
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？高

温
、
多
湿
、
風
が
弱
い
、

輻
射
源
（
熱
を
発
生
す
る
も

の
）
が
あ
る
な
ど
の
環
境
で

は
、
体
か
ら
外
気
へ
の
熱
放

散
が
減
少
し
、
汗
の
蒸
発
も

不
十
分
と
な
り
、
熱
中
症
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
は
、
心
臓
疾
患
、
糖
尿

病
な
ど
も
人
に
よ
っ
て
は

「
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き

な
い
」
状
態
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
過
度
の
飲
酒
も

自
律
神
経
に
影
響
し
た
り
、

脱
水
を
招
い
た
り
し
ま
す
か

ら
要
注
意
で
す
。

ど
の
よ
う
な
時
期
に
起
こ
り

や
す
の
で
し
ょ
う
？？

非
常
に
熱
い
環
境
下
に

あ
っ
て
、
後
述
す
る
症
状
が

あ
れ
ば
熱
中
症
を
す
ぐ
に
疑

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
典
型
例
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
中
症
の
発
生
は
、
梅
雨

の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
昇

し
た
日
や
、
梅
雨
明
け
の
蒸

し
暑
い
日
な
ど
、
体
が
熱
さ

に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
に
起

こ
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
年
７
月
下
旬
か
ら
８

月
下
旬
ま
で
が
発
症
の
ピ
ー

ク
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
？？

け
い
れ
ん

一
般
に
�
熱
痙
攣
、
�
熱

失
神
、
ま
た
は
�
熱
疲
労
の

症
状
が
あ
れ
ば
熱
中
症
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
�
熱
痙
攣

は
全
身
痙
攣
で
は
な
く
「
筋

肉
の
こ
む
ら
が
え
り
」、
�

熱
失
神
は
「
立
ち
く
ら
み
」

で
す
。
�
熱
疲
労
は
、
全
身

の
倦
怠
感
や
脱
力
、
頭
痛
、

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど

が
見
ら
れ
る
状
態
で
す
。

熱
中
症
を
疑
っ
た
時
は
何
を

す
べ
き
か
？

�
涼
し
い
環
境
へ
の
避
難

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、

で
き
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
が
効
い

て
い
る
室
内
な
ど
に
避
難
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

�

脱
衣
と
冷
却

・
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
体
か

ら
熱
の
放
散
を
助
け
ま
す
。

・
露
出
さ
せ
た
皮
膚
に
水
を

か
け
て
、
う
ち
わ
や
扇
風

機
な
ど
で
扇
ぐ
こ
と
に
よ

り
体
を
冷
や
し
ま
す
。

・
氷
嚢
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
頚
部
、
腋
窩
部
（
脇

の
下
）、
鼠
径
部
（
大
腿

の
付
け
根
、
股
関
節
部
）

に
当
て
て
皮
膚
の
直
下
を

流
れ
て
い
る
血
液
を
冷
や

す
こ
と
も
有
効
で
す
。

・
体
温
の
冷
却
は
で
き
る
だ

け
早
く
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
重
症
者
を
救
命
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
い
か

に
早
く
体
温
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

�
水
分
・
塩
分
の
補
給

冷
水
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

で
き
れ
ば
塩
分
も
適
切
に
補

え
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が

最
適
で
す
。
呼
び
か
け
に
対

す
る
反
応
が
明
瞭
で
、
意
識

が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、

水
分
の
経
口
摂
取
は
可
能
で

す
。
し
か
し
、
呼
び
か
け
に

対
す
る
反
応
が
良
く
な
い
意

識
が
な
い
吐
き
気
を
訴
え
る
、

嘔
吐
し
て
い
る
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
口
か
ら
水

分
を
入
れ
る
の
は
禁
物
で
す
。

こ
の
場
合
は
直
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
�
〜
�
を

行
っ
て
も
症
状
が
改
善
し
な

い
場
合
も
直
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
の
注
意
事
項
は
？

�
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

具
体
的
に
は
・
日
陰
を
選

ん
で
歩
く
、
・
日
傘
を
さ
す
、

・
帽
子
を
か
ぶ
る
、
・
扇
風

機
や
空
調
（
エ
ア
コ
ン
）
を

使
う
な
ど
。

�
室
内
で
は
適
切
な
温
度
設

定
を

室
内
温
度
が
２８
℃
を
超
え

な
い
よ
う
に
適
切
な
温
度
と

な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
が
低
く
（
２４
℃
を
下
回

る
）、
外
気
温
と
室
温
の
差

が
大
き
い
と
出
入
り
す
る
際

に
体
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

�
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

「
水
分
を
摂
り
過
ぎ
る
と
、

汗
を
か
き
過
ぎ
た
り
体
が
バ

テ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、

か
え
っ
て
よ
く
な
い
。」
と

い
う
の
は
間
違
っ
た
考
え
方

で
す
。
体
温
を
下
げ
る
た
め

に
は
、
汗
が
皮
膚
表
面
で
蒸

発
し
て
身
体
か
ら
気
化
熱
を

奪
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
汗
を
か
く
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。
人
間

は
、
軽
い
脱
水
状
態
の
と
き

に
は
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
の
ど
が
渇

く
前
あ
る
い
は
暑
い
と
こ
ろ

に
出
る
前
か
ら
水
分
を
補
給

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
児
の
注
意
事
項
は
？

�
子
ど
も
を
十
分
に
観
察
し

ま
し
ょ
う

子
ど
も
を
観
察
し
た
と
き
、

顔
が
赤
く
、
ひ
ど
く
汗
を
か

い
て
い
る
場
合
に
は
、
深
部

体
温
が
か
な
り
上
昇
し
て
い

る
と
推
察
で
き
る
の
で
、
涼

し
い
環
境
下
で
十
分
な
休
息

を
与
え
ま
し
ょ
う
。

�
服
装
を
選
び
ま
し
ょ
う

子
ど
も
は
衣
服
の
選
択
・

着
脱
に
関
す
る
十
分
な
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
保
護
者
や
指
導

者
は
放
熱
を
促
進
す
る
適
切

な
服
装
を
選
択
し
、
環
境
条

件
に
応
じ
て
ウ
ェ
ア
の
着
脱

を
適
切
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

�
水
を
こ
ま
め
に
飲
ま
せ
ま

し
ょ
う

	
日
頃
か
ら
暑
さ
に
慣
れ
さ

せ
ま
し
ょ
う

日
頃
か
ら
適
度
に
外
遊
び

を
奨
励
し
、
暑
熱
順
化
を
促

進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

え
�

ホ
ン
ト
�

気
温
が
高
い
日
に
散
歩
な

ど
を
す
る
場
合
、
身
長
の
低

い
幼
児
は
大
人
よ
り
も
危
険

な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の

理
由
は
晴
天
時
に
は
地
面
に

近
い
ほ
ど
気
温
が
高
く
な
る

か
ら
で
す
。
通
常
気
温
は
１

・
５
ｍ
の
高
さ
で
測
り
ま
す

が
、
東
京
都
心
で
気
温
が
３２

・
３
度
だ
っ
た
時
、
幼
児
の

身
長
で
あ
る
５０
�
の
高
さ
で

は
３５
度
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
地
面
近
く
の

５
�
は
３６
度
以
上
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
人
が
暑
い
と
感

じ
て
い
る
時
は
、
幼
児
は
さ

ら
に
高
温
の
環
境
に
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
同
様

の
理
由
か
ら
、
犬
の
散
歩
も

気
を
つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。（
犬
に
も
熱
中
症
が
あ

り
ま
す
！
）

こ
れ
か
ら
、
私
も
大
好
き

な
夏
本
番
で
す
。
こ
の
記
事

が
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
ば

幸
い
で
す
。
熱
中
症
に
対
し

て
十
分
な
予
防
対
策
を
行
い
、

楽
し
い
夏
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

熱
中
症

〜
予
防
と
対
策
〜

１１
年
前
か
ら
、
母
が
認
知

症
の
父
を
ひ
と
り
で
介
護
し

て
い
ま
す
。
両
親
と
も
８３
歳

で
す
。
母
の
心
身
の
ス
ト
レ

ス
が
大
き
い
た
め
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
５
日

間
は
、
父
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
通
わ
せ
て
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
な
い
土
曜
日
と

日
曜
日
は
、
叔
母
（
８１
歳
の

母
の
妹
）、
姉
夫
婦
、
私
が

両
親
の
家
に
行
っ
て
、
母
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

昼
間
は
何
と
か
持
っ
て
い
ま

す
。問

題
は
、
父
と
母
が
ふ
た

り
き
り
に
な
る
夜
で
す
。
認

知
症
の
老
人
は
、
歩
き
回
っ

た
り
（
徘
徊
）、
夜
中
寝
な

い
で
色
々
な
行
動
を
し
て
騒

い
だ
り
（
夜
間
せ
ん
妄
）
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

翌
朝
に
は
、
前
夜
自
分
が
何

を
し
た
か
を
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
父
の
場
合
に
は
、
は
じ

め
の
頃
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
途
中
か
ら
時
々
、
徘
徊

や
夜
間
せ
ん
妄
を
起
こ
す
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
玄

関
の
ド
ア
を
、
家
の
中
か
ら

で
も
鍵
で
開
け
閉
め
す
る
よ

う
に
改
造
し
、
母
だ
け
に
鍵

を
持
た
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

父
が
徘
徊
し
て
外
に
出
て
い

く
心
配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
夜
中
に
起
き
出
し

て
、
室
内
に
あ
る
非
常
ベ
ル

を
押
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
湯
船
に
水
を
溜
め
て
、

水
風
呂
に
入
ろ
う
と
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
夜
中
に

父
が
起
き
出
す
と
、
何
を
す

る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
母

は
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
騒
が
ず
に
寝
た

日
で
も
、
父
は
４
時
頃
に
は

パ
ッ
チ
リ
目
を
覚
ま
し
、
母

を
起
こ
し
ま
す
。
母
は
慢
性

的
な
寝
不
足
状
態
に
な
り
、

心
臓
発
作
（
胸
痛
の
発
作
と

不
整
脈
の
発
作
）
を
起
こ
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
短
期
間
、
泊

ま
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く

れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
父
を
月
１
回
、

３
泊
４
日
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
行
か
せ
た
り
、
２
週
間

に
１
回
の
頻
度
で
、
２
泊
３

日
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
お

願
い
し
た
り
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
間
、
母

は
ゆ
っ
く
り
眠
る
こ
と
が
で

き
て
助
か
っ
た
の
で
す
が
、

し
か
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

は
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
か
ら
帰
っ

て
き
た
父
の
具
合
が
、
数
日

間
良
く
な
い
の
で
す
。
元
気

が
な
く
て
動
き
が
鈍
か
っ
た

り
、
便
秘
が
ひ
ど
く
て
排
便

が
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と

が
、
数
日
間
続
く
の
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
た
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
よ
う
や

く
も
と
の
父
に
戻
る
の
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
介
護
が
余

計
大
変
で
し
た
。
お
ま
け
に
、

大
震
災
後
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
先
で
計
画
停
電
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
止

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

客
観
的
に
は
、
毎
晩
十
分

睡
眠
を
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
母
に
と
っ
て
、
父
の
介
護

は
限
界
に
き
て
い
ま
し
た
が
、

母
は
父
を
入
院
さ
せ
る
決
断

も
、
施
設
に
入
れ
る
決
断
も

で
き
ず
、
母
の
心
臓
発
作
の

頻
度
が
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、
結
局
我
々
家
族
は
、

母
が
音
を
あ
げ
る
ま
で
、

黙
っ
て
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

さ
て
、
父
は
な
ぜ
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
で
具
合
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
結
婚
後
６１
年
間
、
父
は

毎
晩
母
の
横
に
寝
て
い
ま
し

た
の
で
、
私
は
父
が
そ
の
変

化
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
父
と
違
い
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
適
応
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。

認認
知知
症症
のの
老老
老老
介介
護護
――
続続
編編

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用

第３回

精神科
部長

亀山 知道

救急総合診療科
副センター長

宮澤 健太郎
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褥
瘡
（
じ
ょ
く
そ
う
）
と

は
、
身
体
の
同
じ
部
分
に
長

時
間
の
圧
迫
や
ず
れ
が
加
わ

り
、
皮
膚
の
循
環
障
害
が
起

こ
り
で
き
た
傷
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
主
に
骨
の
出
っ

張
っ
て
い
る
部
分
に
で
き
や

す
く
、
最
初
は
痛
み
や
皮
膚

が
赤
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
徐
々
に
水
ぶ
く
れ
や
、

赤
い
と
こ
ろ
が
じ
く
じ
く
し

て
き
て
皮
膚
が
む
け
て
し

ま
っ
た
り
、
ひ
ど
く
な
る
と

黒
く
な
り
膿
や
熱
が
で
た
り

し
ま
す
。
褥
瘡
は
放
っ
て
お

く
と
傷
か
ら
細
菌
が
入
り
、

菌
が
全
身
に
ま
わ
る
と
命
の

危
険
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
小
さ
な
傷
で
も
早
め
に

対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
で
は
褥
瘡
の
原
因
が

明
確
に
な
り
、
�
自
分
で
寝

返
り
が
う
て
な
い
、
�
や
せ

て
骨
が
出
っ
張
っ
て
い
る
、

�
関
節
が
固
ま
っ
て
い
る
、

�
栄
養
状
態
が
悪
い
、
�
む

く
み
が
あ
る
、
�
尿
や
便
失

禁
な
ど
体
が
蒸
れ
て
い
る
場

合
に
褥
瘡
発
生
の
危
険
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
方

は
寝
た
き
り
の
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
若
く
て
も
治
療
上

安
静
期
間
が
長
い
場
合
や
具

合
が
悪
け
れ
ば
一
日
で
も
褥

瘡
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
入
院
さ
れ
た
患

者
さ
ま
全
員
に
入
院
時
、
看

護
師
が
褥
瘡
が
で
き
や
す
い

か
ど
う
か
を
観
察
、
判
断
し
、

褥
瘡
が
で
き
や
す
い
と
判
断

さ
れ
た
患
者
さ
ま
に
対
し
て

褥
瘡
を
予
防
す
る
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
褥
瘡
を
予

防
す
る
ケ
ア
と
は
、
ず
ば
り
、

褥
瘡
の
原
因
を
取
り
除
く
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
自
分
で

寝
返
り
が
う
て
な
い
方
に
は
、

身
体
の
同
じ
部
位
に
圧
迫
が

加
わ
り
や
す
い
の
で
、
ベ
ッ

ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
を
褥
瘡
予

防
用
の
マ
ッ
ト
レ
ス
に
変
え

た
り
、
定
期
的
に
体
の
向
き

を
変
え
た
り
し
て
圧
迫
を
取

り
除
き
ま
す
。
失
禁
な
ど
で

皮
膚
が
蒸
れ
て
し
ま
う
場
合

も
オ
ム
ツ
の
当
て
方
や
ス
キ

ン
ケ
ア
を
工
夫
す
る
な
ど
、

皮
膚
の
蒸
れ
を
取
り
除
く
ケ

ア
を
行
い
ま
す
。
栄
養
状
態

が
悪
い
場
合
は
食
事
環
境
、

食
事
内
容
の
見
直
し
を
行
い

栄
養
状
態
の
改
善
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
当
院
で
は
皮
膚

科
医
師
、
皮
膚
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
、
病
棟
看
護
師
、

薬
剤
師
、
管
理
栄
養
師
で
構

成
さ
れ
る
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム

が
褥
瘡
回
診
で
訪
問
し
、
患

者
さ
ま
一
人
一
人
に
あ
っ
た

褥
瘡
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま

す
。昔

と
比
べ
る
と
入
院
期
間

が
短
く
な
り
、
褥
瘡
が
治
ら

な
い
ま
ま
退
院
と
な
る
場
合

も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
退
院
前
に
病
棟
看
護
師

や
主
治
医
、
褥
瘡
対
策
チ
ー

ム
と
連
携
し
、
退
院
後
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
ご

自
宅
で
の
療
養
環
境
を
調
整

し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
介

護
保
険
の
利
用
に
よ
り
退
院

後
も
ご
自
宅
で
褥
瘡
予
防
用

の
マ
ッ
ト
レ
ス
を
使
用
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
の
生
活
環

境
に
合
わ
せ
て
必
要
が
あ
れ

ば
訪
問
看
護
師
に
よ
る
褥
瘡

処
置
も
可
能
で
す
。

褥
瘡
ケ
ア
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
当
院

で
は
皮
膚
科
外
来
が
相
談
窓

口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

日
常
生
活
で
の
予
防
や
傷
を

治
す
た
め
の
ケ
ア
の
工
夫
に

つ
い
て
は
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師
も
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

新
任
医
師
紹
介

☆
平
成
２４
年
４
月
１
日
付
採
用

泌尿器科 部長
いしかわ あきら

石川 晃

泌
尿
器
科
領
域
に
加
え
、
腎
不
全

外
科
と
腹
腔
鏡
手
術
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人間ドックセンター 部長
さかぐち まさたか

坂口 正�

よ
り
質
の
高
い
成
人
病
検
診
と
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
て
ま
い

り
ま
す
。

外科 主任医長
きりはら ゆう じ ろう

桐原 勇次郎

４
月
か
ら
外
科
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
で
医
師
歴
２５
年
目
と
な

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

内分泌・代謝内科 医師
み や け あつ こ

三宅 敦子

糖
尿
病
や
内
分
泌
の
病
気
は
、
ご

自
身
で
気
付
き
に
く
い
こ
と
も
多
い

の
で
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し

た
ら
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

呼吸器外科 医師
せい け あや こ

清家 彩子

笑
顔
と
元
気
で
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
ま
す
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

整形外科 医師
い とう しょうぞう

伊藤 祥三

手
の
外
科
・
上
肢
外
科
が
専
門
で

す
。
話
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
を
心

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

泌尿器科 医師
た ぐち さとる

田口 慧

判
断
に
迷
っ
た
時
は
、
自
分
の
親

な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
患

者
さ
ま
の
お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

耳鼻咽喉科 医師
し みず ゆう や

清水 裕也

丁
寧
な
診
察
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
困
り
の
症
状
が
あ
れ
ば

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

血液内科 医師
くめかわ はな え

粂川 華恵

患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

神経内科 医師
さいとう な お こ

齋藤 奈穂子

４
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
神

経
内
科
の
分
野
で
皆
さ
ま
の
お
力
に

な
れ
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

整形外科 医師
いいづか まさあき

飯塚 正明

患
者
さ
ま
の
生
活
の
質
の
改
善
に

寄
与
し
、
喜
び
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

な
診
療
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小児科 医師
おか だ はじめ

岡田 創

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
一
人
で

も
多
く
の
子
た
ち
が
、
一
日
で
も
早

く
元
気
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

内科 医師
あきひさ もも こ

秋久 桃子

本
年
度
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
良
き
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内科 医師
いな ば あつし

稲葉 敦

親
切
な
診
療
か
つ
丁
寧
で
分
か
り

や
す
い
診
療
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内科 医師
こ だま か こ

児玉 華子

皆
さ
ま
に
納
得
し
た
医
療
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

内科 医師
た がお ふ ゆ き

田顔 夫佑樹

４
月
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
医
療
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内科 医師
みずたに ひろ や

水谷 浩哉

患
者
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
た
診
療

を
目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

麻
酔
科

医
師

つ
じ
は
ら

ひ
ろ
こ

辻
原

寛
子

は
じ
め
ま
し
て
。
術
後
も
順
調
に

回
復
で
き
る
よ
う
な
質
の
良
い
麻
酔

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
平
成
２４
年
５
月
１
日
付
採
用

腎臓内科 医師
おか だ あきら

岡田 啓

５
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ

り
よ
い
診
療
が
出
来
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

診 療 科
内科、内分泌・代謝内科、血液内科、神経内科、感染症内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸器内科、精神科、
外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、婦人科、小児科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、放
射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、救急科、病理診断科

外来診療日
●月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く。）

予約の方法・予約受付の時間帯等
●電話での予約…９：００～１７：００
●電話番号………………０３‐５２１４‐７３８１

時間外（急患）診療
●連絡先…………………０３‐５２１４‐７７６８（救急診療室）

診療受付時間

８：３０～１１：００まで

１２：３０～１４：３０まで

８：００～１６：００まで

午前の診療

午後の診療

自動受付機（予約のある方のみ）

窓口

ホームページアドレス http : //www.hospital.japanpost.jp/tokyo/
メールアドレス admin@tth-japanpost.jp

交通のご案内

東京逓信病院のご利用案内 ～全科診療予約制を実施しています～

ナース
ステーション

看護部
皮膚・排泄ケア認定看護師
はらいかわ

秡川 恵子

じ
ょ
く
そ
う

褥

瘡
（
床
ず
れ
）
ケ
ア
に
つ

い
て
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